
Asis-Tobe可視化による

人材戦略実践支援

データに基づく科学的な人材マネジメントに向けて

サービスの特徴

経営における人的資本の重要性が増している

①社会環境変化による求める人材像の変化

• DX,GX等の社会環境変化の中、中長期を見据えた経営戦

略の実現が求められ、それを担う「人的資本」の重要性が高

まっている（→従来通りの人材確保・育成では不十分）。

②労働人口の減少による労働者確保の困難性

• 労働人口の減少により、企業の人手不足が顕在化。外部労働

市場からの労働者確保の競争が激化する中で、労働者への

訴求として人的資本への投資が必要となっている。

③サステナビリティを起因とした人的資本への開示要請

• 機関投資家からのサステナビリティ情報の開示要請が高

まっており、特に人的資本情報は、中長期の企業価値向上の

可能性判断にあたり重要な情報と認識されている。
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• 短期的、中長期的な必

要人材確保に対しては、

経営や管理部門、また

事業部にて、それぞれ

の課題が存在している。
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経営戦略実現に向けた人材戦略策定・実践のカギとなるのは

Asis-Tobeギャップ可視化
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• MRIは、短期・中長期的な人的資本のAsiｓ-Tobeギャップを可視化し、解消策を立案・モリタリングし

ていくための基盤構築をご支援します。
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企業の抱える人材課題は山積み

経営・企画 IR 人事 事業部

⚫人材が確保でき
ず、採用戦略の見
直しが必要

⚫キャリア見通し・
成長実感の無さ
で離職増

⚫事業計画に沿っ
て再配置とリスキ
リングが必要

⚫人手不足だが必
要人員を合理的
に説明できない

⚫人材戦略の進捗
を示すデータが
無い

⚫投資家や労働市
場が求める情報
がわからない

⚫中長期的に経営
戦略実現に必要
な人材が確保で
きるのかわから
ない

⚫現状の過不足も
よく見えない
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４） 人員計画の策定 （短期、中長期）
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ケース①｜スキルの可視化と将来人材需要算出 （機械メーカー）

スキルの可視化・蓄積

BI

⚫ 製品×業務プロセスの二軸で策定
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⚫ 業務を実現するために必要な専門を整理

スキルDB

スキル情報の活用

レポート

① 標準的な開発プロジェクトにおける必要
人材数（量・質）のモデル作成

推進プロセス

② 各職場でのモデルの有効性検証/微修正

③ モデルに基づく必要人材算出の、要員計
画策定への組み込み

将来のプロジェクト遂行に必要となる人材の量・質の特定を推進スキルDBで可視化

⚫ 設計技術者のスキルを可視化しDB化。事業分野毎の人材のAsisと将来のTobeを算出、ギャップ解消策を策定。

ケース②｜スキルスタンダード・人材育成基盤構築 （設備保守・エンジニアリング）

⚫ スキルスタンダードを構築し研修体系や人事制度等関連制度と整合させることで人材育成プログラムとして体系化。
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